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別表１

小学校学習指導要領
学年別漢字配当表
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別表２

字 体 に つ い て の 解 説

明朝体と筆写の楷書との関係について
　常用漢字表では、個々の漢字の字体（文字の骨組み）を、明朝体のうちの一種を例に用いて示した。
このことは、これによって筆写の楷

かい

書における書き方の習慣を改めようとするものではない。字体
としては同じであっても、明朝体の字形と筆写の楷書の字形との間には、いろいろな点で違いがあ
る。それらは、印刷文字と手書き文字におけるそれぞれの習慣の相違に基づく表現の差と見るべき
ものである。以下に、分類して、それぞれの例を示す。いずれも「明朝体－手書き（筆写の楷書）」
という形で、左側に明朝体、右側にそれを手書きした例を示す。

１．明朝体に特徴的な表現の仕方があるもの
　⑴　折り方に関する例

　⑵　点画の組合せ方に関する例

　⑶　「筆押さえ」等に関する例

　⑷　曲直に関する例

　⑸　その他

２．筆写の楷書では、いろいろな書き方があるもの
　⑴　長短に関する例
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⑵ 方向に関する例

⑶ つけるか、はなすかに関する例

⑷ はらうか、とめるかに関する例

⑸ はねるか、とめるかに関する例

⑹ その他




